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はじめに
日本の産業、特に製造業は、戦後基本となる技術を欧米先進国の産業から導入し、それを十
分に咀嚼・消化し、改良を加える努力を積み重ねることによって、現在欧米先進企業の技術
水準に追いつき、一部の分野では追い越す段階に達している。日本の企業の国際競争力
は、この高い技術水準を基礎に、さらに新たな市場を開拓する商品企画力や、高品質かつ安
価な商品を他に先駆け市場ヘ提供する総合的技術力によって支えられているとみなされて
いる。
企業間の国際競争は、日本や欧米にNIESも加わり、今後ますます厳しくなると認識されてお
り、とりわけ第一線に並ぶ日本・欧米の企業の間では今後の成長が予測されている新材料、
情報・エレクトロニクス、バイオテクノロジーなどのいわゆる先端技術の分野において技術開
発競争が激しくなっている。このため、近年日本の企業では、この厳しい国際競争に対応す
るうえでの基礎研究の重要性を認識して、その本格的強化を図るべく、「基礎」の名前を関す
る研究所の新設や再編が活発に行われるようになっている。
基礎研究は、技術開発の場合と異なり、その本質が物質や自然現象の解明、それらについて
の新しい論理体系の構築を目的とするものであり、その性質上成果の見通しを当初から得る
ことが難しく、それだけに優れた着眼、大胆かつ繊密な論理展開、創意あふれるる研究方法
というような独創的研究態度が不可欠であって、優れた個人の頭脳によるところが大きい。こ
のような基礎研究を効果的に推進するためには、これまでのよう研究体制で十分であるの
か、あるいは研究者個人の能力の発揮により重きをおく考え方による研究環境が必要となる
のか、さらに、ここで進められている基礎研究の性格はどのようなものか、など、今後解明を
要する問題も多いと考えられる。
このような観点から、科学技術庁科学技術政策研究所では、我が国の科学技術政策の柱の
ひとつである基礎研究の推進に関連して、人材問題を含め、一連の調査研究を進めている。
本セミナーは、この調査研究の一環として主だった民間企業における基礎研究の運営や技
術戦略企画立案の要職にある方々をお招きし、我が国の主要企業における「基礎研究」の実
態とその考え方、あるいは管理運営上の諸問題の解明を目的として開催したものである。こ
のセミナーは、お招きした方々のご講演と科学技術政策研究所研究員及び科学技術庁の科
学技術政策担当行政官などからなる聴衆との間の討論により構成されている。
各セミナーでは、講演及び聴衆との自由・闇達な討論の中で、お招きした方々それぞれか
ら、各企業の研究現場の実情について貴重、かつ、率直なお話しをうかがうことができ、まこ
とに有意義なセミナーとなった。
この報告書は、こうして開催された一連のセミナーで明らかにされた「基礎研究」に関する請
問題を筆者個人の理解と見解を含めてとりまとめたものであり、文責は、すべて筆者にある。
最後に、今回の一連のセミナーの開催に際し、出席をご快諾のうえ、ご多忙な中、貴重なお
時間をさいて来所・ご講演頂いた次の方々に深く感謝の意を表する次第である。
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